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公共イメージ向上により
好循環を生み出す

①ロータリーのストーリーを伝え、
よりインパクトのある奉仕活動

③会員基盤の拡大
会員増強

②社会の認知度の向上、
会員自身の達成感
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そのために必要なこと（手段）
１）クラブの公共イメージガイドラインの策定

２）広報資料の作成と提供 ー ロータリーブランドの正しい活用

３）インターネット（ウェブサイト・SNS）の有効活用

SNSはほぼ無料で対外的に広く情報を発信することができる。
ただし、著作権や個人情報の取り扱いには注意が必要。
顔がわかる写真や映像は必ず本人の了解を取ること。
また原則、未成年の顔についてはマスクをするなど適切な措置をとること。

４）マスメディアのリレーション（地元メディア、ケーブルテレビ局とも）

５）MyRotaryの活用

クラブ運営、奉仕活動のヒントとなる様々な情報を取得することができる。
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ロゴの運用について
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ロゴを正しく使う理由
現在、一般企業においても、ブランド力を高めるため、ロゴのガイドラインが策定され、
ルールに従ったロゴの運用がされることは珍しいことではありません。

１）ロータリーの名称と知的財産を守る。

２）活動がクラブまたは地区によるものであることを正しく認識してもらう。

３）一貫した方法でロータリーのストーリーを伝える。
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ロータリーロゴと誇りのシンボル
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簡易公式ロゴ

公式ロゴ 誇りのシンボル

商標登録
マーク



ロータリーロゴのシステム・ルール
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ロゴだけで使用せず、クラブ名、地区番号、ゾーン番号を入れる。

ロゴだけで使用できるのは国際ロータリー（RI）のみ。

また、Rotaryの文字と歯車は、所定の位置と比率で、

クラブ名等の表示も正しい位置に入れる。

公式ロゴ 簡易公式ロゴ



ロータリーロゴのシステム・ルール
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カラー印刷の場合 単色印刷の場合

背景が濃色の場合（単色印刷）

最小13mm

余白確保



クラブ名等の表示ルール
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英語の場合、クラブ名の表示にあたり「Club」で足りる。

クラブ名等は、Rotaryの「y」と並ぶように右端詰めで表示する。

・



不適切なロゴの使用例（１）
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左側にクラブ・地区・ゾーン番号
以外は入れない。登録商標マークがない。

クラブ名
は左側。



不適切なロゴの使用例（２）
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コントラスト
が弱い場合は
白抜きで。

フルカラー印
刷では歯車を
ロータリー
ゴールドで。

Rotaryと歯車の位
置が離れている。
クラブ名がセンタ
リングされている。



組み合わせロゴ
イベントやパートナーシップを推進するために、クラブ名や地区番号入りのロゴと、他
団体のロゴとを組み合わせることができる。

組み合わせロゴには１つのパートナー団体/スポンサー/プログラム名のみ含めることが
可能（複数の団体等と協力する場合は、メインの団体を一つ選び、他の団体リストは別
の場所に表示）。
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誇りのシンボル
歯車の中に「Rotary International＋商標登録マーク」。
誇りのシンボルは単独で使用不可。
クラブ名または地区名等入りのロータリーロゴを近接位
置に表示する。

誇りのシンボルに簡易バージョンはない。
金箔押しは襟章や招待状、賞状には使用できる。
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近接位置に表示

サイズは4倍以上

指定色
商標登録
マーク



ロゴに対する考え方
RIは適切でないロゴの使用を”policing（取り締まる）”ことは望んでいない。

ロータリーブランドを世界に浸透させるには、ロゴを適切に使用することが重要で
あることをクラブ自身が理解のうえ、公共の目につく機会が多い資料やデジタルプ
ラットフォームから順次、適切なロゴの使用方法に改善してほしい。

ロータリーロゴ入りの商品は、免許業者から購入する必要がある。

必要な商品を免許業者が取り扱っていない場合、ロータリーロゴ使用に関し許可を
得たうえで、その非免許業者に製造販売を依頼することが可能。

第三者に販売したり記念品等として提供することを目的としたものではなくかつ、
会員ないしクラブ自らが、活動時に使用するツールにすぎないもの＝（名刺、週報、
封筒、会員名簿等）は「商品」にあたらない」（第2660地区見解）
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使用許可証



ロゴのガイドラインの入手
クラブ名入りロゴの作成
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https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/templates

https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/templates


情報の入手先について
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基本は MyRorary から
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https://my.rotary.org/ja

https://my.rotary.org/ja


ラーニングセンターで学ぶ
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https://learn.rotary.org/members/pages/50/kosukatarogu

情報＆リソース＞ラーニングセンター

スマートフォンでアクセスすると、アプ
リをインストールするよう促されますの
で、インストールしてください。

https://my.rotary.org/ja


クラブの運営
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https://my.rotary.org/ja/manage/club-district-
administration/club-administration

次年度の役員が未登録の場合、ロー
タリークラブ・セントラルで目標設定が
できません。また新入会員の登録など
もこちらのページで行います。

https://my.rotary.org/ja/manage/club-district-administration/club-administration
https://my.rotary.org/ja/manage/club-district-administration/club-administration


ロータリークラブ・セントラルのリソース
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情報＆リソース
＞ラーニングセンター
＞コースカタログ
＞マイコースと学習プラン
＞ロータリークラブ・セントラルのリソース

このページで目標設定について確認してください。

目標設定は「ロータリークラブ・セントラル」のページ
（このページではありません）で、役員登録がされている
アカウント（または事務局のアカウント）で行います。



情報＆リソース
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https://my.rotary.org/ja/knowledge-and-resources

https://my.rotary.org/ja/knowledge-and-resources


情報＆リソース
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https://my.rotary.org/ja/knowledge-and-resources

https://my.rotary.org/ja/knowledge-and-resources


JAPAN ROTARY Portal Site
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https://www.japanrotary.club/
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